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項 目 要  約 

１．研究の概要 原子力発電プラント溶接構造物の応力改善工法適用部における溶接施工か

らピーニング及び実環境までの一連の工程を通して残留応力シミュレーショ

ンができる有限要素法（Finite Element Method: FEM）解析手法を開発し、

圧縮残留応力の長期持続性を評価するための基盤技術を整備することを目的

として、以下の研究開発を行う。 

１）実機部分模擬溶接試験体の製作及び適用性の評価 

２）実機部分模擬溶接試験体の残留応力評価 

３）理想化陽解法FEM解析手法の高度化 

２．総合評価 経年劣化評価技術はニーズがあるため、短時間に精度良く残留応力挙動を

終えるシミュレーション手法を開発したこと、計算結果の妥当性の確認を丁

寧に行ったことは評価ができる。 

解析に工夫も見られているが、今後はどの程度の精度で解析ができるか、

他の因子の評価ができるかの研究を進めて欲しい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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